



































・NPO法 人　京都 コリア ン生活セ ンター
エル フ ァ
・介護食 の栄養 と調理













研究会 スタ ッフ ・医師、
看護 師、 栄養士、調理
師、他 約80名
エ ルフ ァ職 員 ・調理 師、
























幼児 園保護 者対象の講 演 「子 どもの心 と体を育てよ う　 ～食育を通 して～」
　幼稚 園 と保育 園が統合 した施設 、幼児 園(園 児250名)の 保護者 を対象 に、食育基本法 が施
行 された社 会的背景、 ライフステージか らみた幼児期食育 の重要性、食べ るこ との大切 さ(食
事 は身体や心 のか け橋)、 子 どもの食習慣 の形成、 バ ラ ンスのよい食事 の と り方、家庭 での食
育 の実 践な どにつ いて、 できるだけ具体的 な事例を紹介 しなが ら講演 した。乳児 を連れて参加
されて いる方 も多 く、熱心 にメモを取 られて いる方 もお られた。講演後 に、3歳 児 と年長組 に
よる 「今 日の給食の栄養 につ いて」保育士 の授業風景 を保護者 と一緒 に見学 し、給食 も試食 さ
せて いただ いた。後 日、栗東市 の職員か ら、講演 内容 を栗東市 の幼児 の食育推進 のための資料
と して使用 させて欲 しい との申 し出が あ ったので受諾 した。
介護 食 に関わ る専門職対象 の講演 「介護食の栄養 と調理」
　 NPO法 人 社会 福祉施設 「エル フ ァ」 は、要 介護者 のデイサー ビス と在宅要介護者 を対 象
と した弁 当を70～120個 程配送 して いる施設 であ る。 講演前 に管理 栄養士不在 のため、 エネル
ギー量 も算 出 して いない、対象者 がほ とん ど韓 国人 なので、濃厚 な味付 けや特定 の ソースを好
む習 慣が ある、疾病 を抱 えた高齢者 が多 いに も関 わ らず、疾病 に対応 した食事 がほ とん ど提供
で きてな いな どの事情 を収集 して、 お話 させ ていただいた。 また、講演直前 に、厨房や調理作
業の一部、 また、 デイサー ビス利用者 の様子 な ども見学 させていただいた。
　講 演 は少人数で あ ったので、 テーブルを囲み、随 時質 問を受 け付 け、 お応 えす る形式 を とっ
た。 加齢 に伴 う身体機能 の変化 と食事 の トラブル、高齢者 に必要 な栄養 と食 品の選択、調理上
の工 夫、主 な疾患 に対す る簡単 な食事指針 な どにつ いて、資料 を配布 してお話 を した。
　大 変熱心で、沢 山の質 問を受 けた。講演後 も30分 ばか り質 問が続 いた。 引き続 き支援 を求 め
られ たので、1ヶ 月 の献立 をいただいた。塩分 の摂取過剰 の早急 な対応 が必要 と思 われ たので、
調 味料な どの計量 も正確 に行 うこと、栄養価計算 ソフ トを購入 し、献立 のエネルギー、 たんぱ
く質 、脂質、塩分等 を算 出す ることを勧 めた。
病 院NST研 修会で の講演 「普通食 のような摂食 ・嚥下食 の調理 と栄養管理」
　 済生会滋賀病院 よ り、摂食 ・嚥下 障害食 の食事 内容 を改善 したい、病 院での栄養管理 の先端
の取組みを紹介 して欲 しい との依頼 を受 けた。講演 に先立 ち、数種 の献立1週 間分 を送付 して
もらい改善点 を検討 させ ていただいた。講演前 にお会 い した消化器 内科部長 やNSTス タ ッフ
は、栄養管 理へ の意識 が高 く、実 際の対 応 の遅れ に危機 感 を持 ってい る様子が伺 えた。500床
の病院 内で の研修会 に80人 も参加 していただき、栄養 への関心 の高 さに驚 か された。
　講 演 はスライ ドを使用 し、一部 の献立 につ いては作 り方 を記載 した資料 を配布 した。 まずN
ST、 　TNT-Dに おいて、医療 スタ ッフの連携 に よる栄養管理 の重要性 につ いて説明 し、人
間 らしく生 きるための食事、食べ物 の認識 と消化液分泌 との関係、摂食 ・嚥下 の機能 ・器質障
害 による問題 と対策、調理上 の工夫 となめ らか食、 ソフ ト食、パ ックク ッキ ングの献立紹介、
栄養 管理 システムにおけ る管理栄養士 による栄養 アセスメ ン トの重要性 と事例等 を紹介 した。
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栄養 ク リニ ック設立を 目指す盛岡大学か らの取材訪問 と講演
「京都女子大学栄養 ク リニ ックの取組」
　盛 岡大学 は、本年度か ら短期大学 の栄養士課程 を廃止 し、栄養科学部栄養科学科(管 理栄養
士課程 定員80名)を 開設 してい る。 東北初 の栄 養 ク リニ ックの開設 を 目指 してお り、 同大学
同学科 の熊坂教授 が当栄養 ク リニ ックを平成22年 春 か ら再三訪 問 され、管理栄養士養成校 の在
り方 や栄養 ク リニ ックの活動実態 に関す る情報 を求 め られた。全 国の管理栄養士養成校 に設置
されてい る4大 学 の栄養 ク リニ ック(女 子栄養大学、武庫川女子大学、 中村学 園、京都女子大
学)の 実態 を調 べた結果、 当栄養 ク リニ ックの活動 が盛 岡大学 の 目指す ものにふ さわ しい との
結論 に至 った との ことであ った。
　 7月 初旬、 同大学 同学科 の笹 田教授 と澤 田教授 が当施設 を訪 問、 見学 され、 当栄養 ク リニ ッ
クの設立 の 目的や実 態につ いて取材 を受 けた。後 日、 同大学望月善次 学長 よ り、「京都女子大
学の栄養 ク リニ ックの取組」 について、設立準備 か ら現在 に至 るまでの活動実態 を講演 と、勉
強会のための座談会 を もちたい との依頼 を受 けた。
　盛 岡大学 が設立 されてい る滝沢村 は、盛 岡市 か らかな りの距離 が あるものの、 サ ラ リーマ ン
が多 い人 口5万 余 りのベ ッ ドタ ウンで、早期 の単独市 制移 行を検討 してい る。 同村 の福祉行政
にお いては、盛 岡大学管理栄養士課程 との共 同 による健康 増進対策事業 も視野 に入 れてお り、
盛岡大学は地域 に根差 した盛 岡大学栄養 ク リニ ック(仮 称)の 設立 を 目指 してい る。
　 講演会には、学長、栄養科学部長、栄養学科
の教 員を初 め、滝 沢村副村長、役所福祉担 当者、
栄養士会会長、保健所 ・学校 ・病 院 ・福祉施設
関連 の管理栄養士 な ど約40名 が参加 されていた。
京都女 子大 学家政学部食物栄養学科 の 目指 す管
理栄養士、 当栄養 ク リニ ックの設立背景 と目的、
設 立 に向けての取 り組 み、 開設 に向けての準備、
設立後の活動実態な どを紹介 した。各部門の方 々
か ら多 くの質 問があ り、盛 岡大学 に寄 せ られ る
期待を感 じた。講 演後 の座談会 では、 さらに具
体的な質 問があ ったが、盛 岡大学管理栄養士課
程の特徴 や滝 沢村 での栄養士会 の活動実態 な ど
も伺 うことがで きた。翌 日の 「岩手 日報」朝刊
にp演 の記事 が取 り上 げ られた。
　近 い将来、盛 岡大学 に栄養 ク リニ ックが設立
され、地域 に根差 した さま ざまな活動実態 が報

















京都 リビング取材 「卵 に関す るギモン」
　読者か ら卵 に関す る質 問が多 く寄せ られてい るので新 聞記事 に したい との取材要請 があ った。
栄養上 の特徴、 コレステ ロール につ いて、一 日何個 まで食 べて もよいか、生卵 とゆで卵 の栄養
の違 い、 ウズ ラ卵 との違 い、価格 や鮮度 と栄養 との関係、生卵 は妊婦 や幼児 が食 べて もよいか、
有精卵 と無性卵 の違 い、 よい卵 とは、 カ ラザや血液 の入 った卵 は食 べ られ るか、赤玉 と白玉 の
違 い、卵殻 の利用、SMLサ イズの違 い、卵 の 自給率 が低 い理 由、賞味期 限、冷凍卵 の調理性
と栄養価、保存方法、殻 にひびが入 った卵 の扱 い、良 い卵 とは等、30項 目ほどの質 問に応 じた。
9月25日 「リビング京都 西南」情報 誌 に 「卵 に関す るギモ ン」 の タイ トルで掲載 され、記事 に
な らなか った部分 は、 リビングのHPに 掲載 された。
岡山県立岡山操山中学校生徒訪問
　岡山操山中学校教諭より、「当中学2年 生が卒業研究に取 り組んでおり、その課題解決のた
めに栄養クリニックを訪問したい」との連絡を受け、中山指導教員と木戸指導員が応 じた。
　食に関する研究に取 り組んでいる女子生徒3名 が、当栄養クリニックを訪問され、当施設の
設立主旨、アレルギーの原因とアレルギーに対応 した代替食品、現代の食生活の安全性、当栄
養クリニ ックでの子育てのサポー ト、サプリメントの効果、世界の貧困国への支援など、中学
生とは思えないほどしっかりした内容の質問を受けた。
　一つひとつの質問に答えていき、課題の解決のための情報検索の仕方などを支援 した。どん
な卒業論文にまとまるのか、楽しみにしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (木戸詔子)
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